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『持続可能な社会』であることが前提となるはず」だからである（坪田 2017: 168）。 
















た（表 1）。4 つの相互参観および協議のうち、本報告では No.2 からNo.4 について取り上げる。 
 
表 1 相互参観および協議 
No. 日時／場所 単元・題材名 授業者 参観者 
1 














2020 年 12 月 21 日（月）／和歌山大学教
育学部西倉研究室にて協議 
性の多様性と人権 小畑伸五 西倉実季 
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